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それまでですが、私たち早稲田大学の全教職員は、学生の皆さんが充

実 した学生生活を送れるように努力しています。そこで今年度も「学

生生活調査」を実施 し、早人生の全体像が表われた結果をこの『2006

年度第25回 学生生活調査報告書』にまとめました。アンケー トに協力

していただいた皆さん、どうもありがとうございました。

今年度の特徴 は、第 3章後半に掲載 されている「学習スキル」に関

しての調査です。皆 さんが早稲田大学の持 っている教育的資産をどの

ように利用しているか、また、皆さんが早稲田で学んで良かったと実

感するためには、教職員はどのような工夫が必要なのか。私たちに考

えさせてください。

これまでの調査結果は、学生生活の向上に活かされています。昨年

度の皆さんの声は、学生窓口対応を考え直す全学的動きのきっかけと

なりました。早稲田大学全体のために、これからもぜひご協力 ください。

資料の分析と執筆は、理工学術院 永田靖 (1章 )、 商学学術院 坂野

慎哉 (2章 )、 文学学術院 沖清豪 (3章 )、 社会科学総合学術院 篠田

徹 (4章 )、 人間科学学術院 嶋田洋徳 (5章)の各先生にお願いしま

した。調査結果と全体の取 りまとめには、上述の永田先生にご協力い

ただきました。末筆ではありますが、心より御礼を申し上げます。
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